
1 

様式第４号（第 11項関係）  

 

審議会等の会議の記録  

 

 
審 議 会 等 の 名 称 令 和 ７年度第３回西脇 市まちづくり推進審議会

 開 催 日 時 令 和 ８年２月６日（金 ）午後７時 00分～８時 40分

 開 催 場 所 西 脇 市役所　大会議室

 出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数

平 田 富士男会長、藤原 悟副会長、松尾憲子委員、  

藤 井 琢己委員、來住啓 子委員、高澤有可里委員、  

清 水 賢一委員、田中美 紗子委員、堀井悠次委員  

計 ９ 名

 欠 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数

松 山 千鈴委員、森川元 良委員、竹内諭委員、  

竹 本 愛委員、西山桂委 員　計５名

 出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数

ま ち づくり課長　藤原 広三、まちづくり課課長補 佐　

二 若 直也、まちづくり 課職員　野村悟史、片岡雪 乃　

計 ４ 名

 公開・非 公 開 の 別 公 開

 非公開の 理 由 ―

 傍聴人の 数 ０ 名

 議題又は 協 議 事 項  

 

 

 

 

１ ・ ２　開会、市民憲 章朗唱  

３ 　 あいさつ  

４ 　 報告事項  

⑴ 　答申書について  

⑵ 　まちづくり活動に 活用できるワーク シートの

作成について  

５ 　 意見交換  

６ 　 閉会

 会議の記録 （概要）

 発 言 者 発 言内容等

 １ ・ ２ 　 開 会 、 市民 憲章 朗唱

  

市 長 

３ 　 市 長 あ い さ つ  

　 　 委 員 の 皆 さ まには、参 画と協働のまちづ くりの推進にご尽

力 い た だ き 感 謝申し上げる。ＪＲ加古川 線の利用促進につ い

て も 、 多 く の 市民が参画してくださった おかげで、輸送密 度

を  1.7倍 に す る ことができた。  

　 　 ま た 、 平 田 会長におかれては、今年 度をもってまちづ くり

推 進 審 議 会 の 会長を退任されるとお聞き している。令和２ 年
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 度 か ら ３ 期 ６ 年間務めていただいており 、心より感謝申し 上

げ る 。  

　 　 今 年 度 は 市 民主体のまちづくりの活 性化方策について の答

申 を い た だ け るとのことであるが、それ をベースに今後の 西

脇 市 の ま ち づ くりを進めていきたい。

  

 

事 務 局 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

会 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

委 員 

 

事 務 局 

 

 

 

会 長 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

４ 　 協 議 事 項  

　 ⑴ 　 答 申 書 に つい て  

資 料 １ 「 市民主体のま ちづくり活動の活性化に 資する方

策 に つ い て （答申）」 に基づき、事務局から説明  

内 容 は 問 題ないが、一 文が長く読みづらい。重 複する表

現 や 文 章 の 構成を見直 し、読みやすい答申書にし てもらい

た い 。  

私 も 内 容 はこれでいい と思うが、文章の体裁を 見直すべ

き だ と 思 う 。これまで の活動をブラッシュアップ すること

や ま ち づ く り活動にこ れまで参加してこなかった 層に対し

て 参 画 を 促 進すること はとても重要である。  

答 申 書 別 紙にあるアイ デアの中で、予算措置さ れたもの

は あ る の か 。  

ま ず は 予 算のかからな い、既存事業の振返りワ ークシー

ト や ま ち づ くり活動の 紹介動画の作成から取組む 予定とし

て い た た め 、予算措置 はしていない。また、安価 な費用で

実 施 で き る ものは、予 算の執行状況をみながら対 応してい

き た い 。  

安 価 な 費 用と言われて いたが、まちづくり活動 に参加し

た 際 に 渡 す 特典は対応 できそうか。  

別 の 会 議 で、お菓子の おまけにあるようなキャ ラクター

シ ー ル の 作 成費用につ いて聞いたことがあるが、 思ってい

た よ り 安 く 作成できる ことがわかった。作成枚数 によって

も 費 用 に 変 動はあると は思うが、検討する。  

様 々 な ア イデアが委員 から提案されたので、何 か新しい

事 業 を 実 施 いただけれ ばと思う。  

答 申 書 に ついては、事 務局が文章の体裁を見直 したもの

を 、 私 が 確 認し、それ を市へ提出することでよろ しいか。  

異 議 な し  

　 ⑵ 　 ま ち づ く り活 動に 活用 でき るワ ーク シート の作 成 につい

て  

資 料 ２ 「 まちづくり活 動に活用できるワークシ ートの作

成 に つ い て 」、資料３ 「まちづくりのとびらをあ けてみた
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委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

会 長 

 

事 務 局 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

ら ワ ー ク シ ート」、資 料４「ワークシートの説明 資料」に

基 づ き 、 事 務局から説 明  

ス テ ッ プ １のワーク② 「振り返りをしてみよう 」である

が 、 定 性 面 と定量面に 分けると考えが狭まり、意 見が出し

に く く な る ように感じ る。  

様 々 な 観 点から振返り を実施してもらいたく、 定性・定

量 と 区 分 け したが、他 に振返りが行いやすくなる ような区

分 け が あ れ ば、意見を お願いしたい。  

定 性 面 の 欄に記載があ る「良かったところ」及 び「課題

だ っ た と こ ろ」程度の 区分けで実施するのがいい のでは。  

そ の よ う に修正する。  

ス テ ッ プ １のワーク① 「既存事業・イベントの 目的やね

ら い は ？ 」 について、 このワークはその団体の代 表者や事

務 局 な ど 、 当初の事業 の目的や狙いがわかる方が 事前に書

い て お く と いうことで あるが、ここに事業を振返 るきっか

け や 想 い を 書いてもら った方が、参加者も振返り やすいの

で は な い か 。ただ、残 りの部分も全て１人考えて 記載する

の は 難 し い と感じる。  

ま た 、 ま ちづくり活動 団体が抱えている問題は 活動者の

高 齢 化 や 後 継者不足が 多いように感じるので、ま ちづくり

活 動 に こ れ から取組む 方向けのワークシートを作 成する方

が 優 先 で は ないか。  

ワ ー ク ① は、その事業 をよく知っている代表者 や事務局

に 、 ワ ー ク ②及び③は 、事業に携わった方々で事 前に検討

い た だ け れ ば効率的に 振返りできると考えている が、柔軟

に 使 用 し て もらえれば と思っている。  

ま た 、 こ れからまちづ くり活動に取組む方につ いては、

昨 年 度 作 成 したリーフ レットや子ども会議で使用 したワー

ク シ ー ト が 活用できる と考えている。  

こ の ワ ー クシートの狙 いは、団体内の立場に関 係なく参

加 者 が 活 発 に意見交換 し、既存事業をブラッシュ アップす

る と い う こ とであるた め、そのブラッシュアップ に使って

も ら い や す くなるよう 随時内容を見直していきた い。  

こ の ワ ー クシートをベ ースにして、各団体の実 情に合わ

せ て 使 っ て もらうのが いいと思う。活動に参加し た方の意

見 を 主 に 聞 きたいとい うことであれば、ステップ １～ステ

ッ プ ２ を 重 点的に使用 することにしたり、各ワー クを事前

に 記 入 し て 臨むか当日 記載してもらうかどうかは 、そのワ
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事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

会 長 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委 員 

 

ー ク シ ョ ッ プのファシ リテーターを担う方が、団 体の雰囲

気 を 見 な が ら決めたら いい。同じ団体の方がファ シリテー

タ ー を 務 め るとうまく 進まないということであれ ば、現在

西 脇 市 か ら 中間支援業 務を委託されているみんぐ るにお願

い す る 方 法 も考えられ る。この記入例だけでは進 めにくい

と 思 う の で 、ファシリ テーターを置いてこのシー トを使え

れ ば と 思 う 。  

事 業 の 振 返りにつなが るのであれば、ワークシ ートの一

部 だ け を 実 施すること でもいい。各団体の実情に 合わせて

使 っ て も ら えるよう加 工できる状態で公開したい 。また、

今 回 の ワ ー クシートが 完成ではなく、ご意見をい ただきな

が ら 随 時 修 正を加えて いきたい。  

ま た 、 ワ ークシートの 他のバージョンについて は、新規

事 業 の 立 案 バージョン も考えられる。しかし、各 団体で担

い 手 不 足 が 生じている 中、新たに負担に感じられ ることよ

り も 、 ま ず は既存事業 を振返りいただく方が優先 度が高い

と 考 え た 。 委員の皆さ んのなかで、他にこんなバ ージョン

が あ れ ば い いのではな いかというのがあれば、ご 意見いた

だ き た い 。  

事 業 の 振 返りバージョ ンが、ある程度使いやす いものに

な っ て か ら 次のバージ ョンを考ればいいのでは。  

こ の ワ ー クシートはワ ークが細かく設定されて いるが、

ど の よ う に 進めるかは 、ファシリテーターや事務 局が、議

論 の 様 子 を 見ながら決 めればいいと思う。  

私 の 地 区 では、今年度 ファシリテーターを招い て、既存

事 業 を 見 直 すワークシ ョップを開催した。その結 果、来年

度 に 協 議 し た改善点を 取り入れることとなった。 このワー

ク シ ー ト も そのように 使えたらいいと思う。  

こ れ ま で 出た意見は取 り入れるべきだと思うが 、まずは

公 開 し て 使 ってもらう 方がいいと思う。使用され た方から

の 意 見 を も とに、ワー クシートをブラッシュアッ プさせる

こ と が 大 切 だと思う。  

こ の ワ ー クシートの使 い方がある程度浸透した 段階で、

次 の ス テ ッ プとして、 団体のリーダー同士でこの ワークシ

ー ト を 使 っ て活性化を 考えると、新たな発見など があると

思 う 。  

表 紙 に 「 ワークシート ver.」と記載されている が、今後

違 う バ ー ジ ョンができ ることを考えると、「振返 り ver.」



5 

  

会 長

が い い の で は。  

こ れ ま で の意見をもと に修正し、まずはまちづ くり団体

に 使 っ て も らえる仕掛 けを検討いただきたい。ま た、ワー

ク シ ー ト の 内容につい てもＰＤＣＡを回してもら いたい。

  

会 長 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

委 員 

 

 

 

 

委 員 

５ 　 意 見 交 換  

今 期 最 後 の 審 議会となるため、 各委員からご意見 をいただ

き た い 。  

今 回 初 め て 中 間支援団体として 委員を務めさせて いただい

た が 、 こ こ で 協議した内容をど う地域に落としこ んでいくか

が 自 身 の 課 題 だと考えている。 今回のワークシー トについて

も 、 活 用 で き そうな団体が何団 体か思いつくので 支援してい

き た い 。  

事 務 局 が 作 っ た資料に色々コメ ントし申し訳なか った。今

回 は 時 間 も 限 られていたので仕 方ないが、ワーク シートの活

用 方 法 ま で 協 議したかったのが 正直なところであ る。  

多 可 町 で セ ブ ンサミットという ７つの山をめぐる スタンプ

ラ リ ー イ ベ ン トがあったが、遠 くから多くの方が 来られてい

た 。 そ の よ う なイベントのよう に、人を新たに呼 び込むよう

な 取 組 を し た いと考えているが 、なかなか良いア イデアがで

て こ な い 。 ま ちづくり活動につ いて、若い方に関 心をもって

も ら う こ と が 我々の使命かと思 う。  

今 期 は 若 い 委 員の方が増え、新 しいアイデアをた くさんい

た だ き 、 と て も勉強になった。 所属する団体の拠 点は多くの

世 代 が 集 ま る 場を理想としてい たが、なかなか実 現しなかっ

た 。 し か し 最 近、子どもが集ま ってくれるように なった。４

月 に は 小 学 校 にも拠点の存在を お知らせして、本 格的に子ど

も 達 が 集 ま る 場所を目指して頑 張っていきたい。 みんぐるが

そ の よ う な 役 割を担っていると お聞きしているの で、また見

学 に 伺 い た い 。  

私 の 村 で は 昔 からの事業や進め 方がそのままにな っている

の で 、 こ の ワ ークシートを使っ て振返りを実施し たい。今の

時 代 に 合 わ せ て、やめるべきこ とはやめるように したい。  

西 脇 市 の 将 来 のまちづくりに関 して協議する会議 に参加さ

せ て も ら え て 嬉しく思っている 。思いつきで言っ たことを平

田 会 長 が 上 手 にまとめてくださ って、それを事務 局が形にし

て く れ る こ と は非常にありがた い。これからも若 い方の意見

を ど ん ど ん 取 り入れながら進め ていってほしい。  

こ の 審 議 会 で 皆さんの意見を聞 き、たくさん勉強 させてい
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委 員 

 

 

 

会 長

た だ い た 。 実 際に活動をする中 で、当初の目的と 異なる活動

を し て し ま う ことがある。目的 を再確認すること は本当に大

事 だ と 思 う の で、このワークシ ートを活用しなが ら振返って

み た い 。  

現 在 、 主 に Ｊ Ｒ加古川線の活性 化事業に取組んで いるが、

取 組 の 結 果 、 遠くから加古川線 に乗りに来てくれ る人が増え

た 。 更 な る 活 性化を図るため、 このワークシート を使って事  

業 の 振 返 り を するとともに、そ の先の事業を考え ていきたい。

こ の 審 議 会 の 会長を６年間務め させていただいた が、あっ

と い う 間 に 過 ぎてしまった。普 段から、学生には 実際に経験

し て か ら 提 案 することが重要だ と教えている。こ の審議会の  

委 員 の 皆 さ ま は、それぞれまち づくり活動に取組 まれており、

自 ら 経 験 し た 上で発言されるこ とが、他の審議会 と異なる点

だ と 感 じ て い る。私は今年定年 退職し、地元のコ ミュニティ

の た め に な れ るようなことを始 めようと思ってい る。私自身

も や っ て み る ことから始めてい るので、委員の皆 さまも引き

続 き 、 西 脇 市 のためにそれぞれ ができることを行 い、ＰＤＣ

Ａ を ま わ し な がら進めていって もらいたい。皆さ まを中心と

し て 、 西 脇 市 のまちづくり活動 が発展していくこ とを願って

い る 。

 
６ 　 閉 会

 
問 合 せ 先 都 市 経 営 部 ま ちづくり課


